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お
茶
に
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問
主
意
書

お
茶
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
暫
定
規
制
値
に
つ
い
て
、
質
問
す
る
。

一

食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
「
食
品
中
の
放
射
性
物
質
の
暫
定
規
制
値
」
で
は
、
生
葉
、
荒
茶
が
一
キ

ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
）
、
飲
用
茶
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
二
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
（
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
）
が
適
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
科
学
的
根
拠
は
何
か
。

二

お
茶
の
よ
う
な
加
工
品
は
実
際
に
消
費
者
に
経
口
摂
取
さ
れ
る
際
の
安
全
性
が
重
要
で
あ
っ
て
、
財
団
法
人
日
本
食
品
分

析
セ
ン
タ
ー
の
検
査
で
も
、
飲
用
段
階
で
は
五
十
分
の
一
程
度
ま
で
数
値
が
下
が
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
飲
料
水
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
暫
定
規
制
値
二
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
飲
用
茶
で
な
く
流
通
段
階
に
あ
る
荒
茶
と
い

う
中
間
加
工
品
を
あ
え
て
取
り
上
げ
た
理
由
は
何
か
。

三

食
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
主
に
「
碾
（
て
ん
）
茶
」
（
抹
茶
の
原
料
）
で
、
「
荒
茶
」
は
ご
く
一
部
で
例
外
的
で
あ
る
の
が

実
態
で
あ
り
、
社
団
法
人
日
本
茶
業
中
央
会
発
行
の
「
平
成
二
十
三
年
版

茶
関
係
資
料
」
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
二
年
の

「
碾
茶
」
の
国
民
一
人
あ
た
り
消
費
量
は
年
間
で
約
十
一
・
五
グ
ラ
ム
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
消
費
の
実
態

に
即
し
た
規
制
値
を
設
定
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

一



四

生
葉
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
暫
定
規
制
値
を
超
え
た
た
め
、
国
か
ら
出
荷
制
限
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
接
被
害

を
受
け
る
生
産
者
や
、
特
定
の
産
地
名
が
出
る
こ
と
で
風
評
被
害
を
受
け
る
生
産
者
、
茶
商
、
小
売
店
に
対
し
、
国
は
今
後

ど
の
よ
う
な
救
済
策
を
と
る
の
か
。

五

静
岡
県
の
調
査
に
よ
り
一
番
茶
（
製
茶
）
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
暫
定
規
制
値
を
超
え
た
た
め
に
、
静
岡
県
か
ら
出
荷
自

粛
、
自
主
回
収
等
を
要
請
さ
れ
、
こ
れ
に
応
じ
た
結
果
、
収
入
が
途
絶
え
た
生
産
者
等
に
対
し
て
、
国
は
今
後
ど
の
よ
う
な

救
済
策
を
と
る
の
か
。

六

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
食
品
健
康
影
響
評
価
を
踏
ま
え
、
新
た
な
規
制
値
を
定
め
る
よ
う
で

あ
る
が
、
い
つ
ま
で
に
定
め
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


